













ころに、カタカナでポスト・コロニアル・スタディーズとオーラル・ヒストリーとございます。耳慣れない方に申し訳ないので、簡単に言っておきますと、ポスト・コロニアル・スタディ ズというのは、植民地主義というものが世界の中で生まれ出てきて、それ以降の種々の後遺症とそれがもたらしたもの、それが与えた変化を考えながら文化 社会・歴史を整理し直すことを指します。だから今、 「植民地主義 終わってないんじゃないか」っ 言わ たらその通りで、現在の影響も全部指 ま 。で、その中で特に植民地 いう時は、よそ様の家に上がり込んで「ここ 私の していいか 」って言うわけです。 「ここの人は 家を使っていないか 、私が使ってあげる」っていうような理屈をつける そし 、そこの人たちを、人間じゃな って言ってみたり 「あそこは鬼だ」って言ってみたり、 「私が桃太郎だから退治し 行ったんだ」というような形にすること 起 ります。そう 〈他者イメージ〉を一番強く作るのが戦争や植民地化の時だという訳です。そういうことで、 私は戦 時 記憶や体験を扱う時、第二次世界大戦は植民地の問題を挟んで起こった戦争という
こともありまして、この概念を使わせていただいています。
　オーラルヒストリーというのは、日本語で口述史、口で述
べる歴史 訳されることも多いです。しかし、ちょっと違うなと思うのは、オーラルには 音 中に耳で聴く「オーラル（A
ural ） 」という意味合いも少し響いてくる感じで、 「あなたが
語ってくださることを私が聞く」 「私がこういう風に聞くから、あなたはこういう風に語ってくださったんだ」という、対話性というか、その時の相性 いうか、モーメントを考えます。違う聞き方をしたら、違 ように答え ときってありますよね。そういうところを重視す ので、 「聴き取り」と うよりも、 「オーラルヒストリー」と言 お す。 『聴き取り』というと、 （この言葉 今は慣習的 使われたので、 うちょっと豊かな面を持つと思うんですが、 ）あくまでも情報の対象がまずあって、 こちらは調査する側。主体 はこちらにあ 、話してくださる方たちの情報を、まずクールに見ようとする傾向がみえる。それに対して、私たち 「語りの相互性」というホットな部分を考えに入れ、注視するという点で「オーラルヒストリー」という言い方をして ます。
　私がなぜ戦争の記憶研究を始めたのかというのは、外に置


















































































































の私のレスポンスをしてみた と思います。まず森先生に対しては、加害と被害という質問の設定自体が少 難しいのではないかなという点がありました。 えば、子どもと、参政権を持たない女性の方たちで、植民地責任とは何かがよくわからないままの方に、 「日本の戦争 加害につ て う思っているか」と聞くからだと思います。あとは、語り手の側も、たとえばそれをどうするか。お兄さんが戦争に行っているか、死んでいるのか、親族が殺されているかどうかで、問いに対する答 の感じ方はかなり変わってくるの はないかという気がいたします。
　東谷さんのほうは、聞いていて歴史家だなと思ったのは、
歴史叙述、やはり歴史叙述をどう正確にするかということ対して一種の「萌え」 いうか、それに対する情熱が感じられます。それに加えて どこまで「人間」に近づいていくかという部分を、ど ように今後増やせ かが大事ではないかと思ったんですね。
　史料化のところでは、大人が文書で、子どもが口述という
のがありまし が、本来は二〇年前 聞いていた 大人の口
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述もあったはずなんですね。その欠けた部分をどうするか。国立大学に二〇年勤めて思うのは、文書自体はやはり「お上に都合のいいように」あるいは「結論が正しかった」と思わせるように、どこかで編集し ある。史料批判の大切さ 先ほどおっしゃって ましたが、そこをいったいどう補うのか。
　もう一つ、口述の資料には心情資料とか心情記憶としての
価値が大きいと思 んです。どんなふうに ってい か。どうすればよかったか。 何がうれ かったか。 何が悲し っ か。これは言葉の方が、より生々しく、多く表れ 。そ う感情の記憶を残しておくとい ことは、その当時制度的に何がどうだったかということ以上に、人間の歴史を残している上でとても大事な資料と考えることができると思います。
　あと、備中松山藩において高梁というのはかなり特別なと
ころです。岡山に二〇年いても絶対岡山人とは思ってもらえないのですが、とりわけ高梁はそうです。それは神戸でもそうだと思いま が。どうラポールを築いて くのか、関係性を築くのか。今後地元 協力し がらやる ころ と思いました。
　最後に、本当に感動的な と言ったら申し訳ないんですが、




こめず、その状況を可能にしたシステムごと見つめなおさねばならない。ま 、かといって政府の責任を問うだけではなくて、社会の制度・人間 見る見方・敵に何をしてもよいと考える戦時のやり方・制度と仕組み等など、当時の敵味方の人間たちの持っていた視野の拠って来るところ、 の所在を、どこかで冷めた、冷静に見ていく努力をする。そうすることによって、先ほどのような中田さんの話が本当の意味で生きるのではないかと思 おります。 ないと、悲しみ溺れそうになるからです。それでも整理 つ 部分は、慰霊や語り伝えていくというか ちで生かし こ しかできないし、またそれが本当に大事な役に立っ くる あろうと思います。
　これが私のお三人に対する気持ちですが、先ほどの写真を
見ていただいて、最後に結局どの国にもこういう人 ちが残る、そういう人々の記憶があ 、ことを覚えておく必要性を感じます。しかも敵対していた民族の たちとど やってそういう体験・記憶を突 合わせるかという「和解」への課題が確実にあ 。 でなかったら、みんな自分の悲惨な話に埋もれてしまう。どれも本当に痛 し 経験 した人 だから。自己憐憫というのでは で 。
でも、この元、殺し合った人、敵対していた人たちで話し
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合う相互理解のための時間はまだ残っているわけですね。わずかかもしれません。でも残っているんです。それはすばらしいことだと思います
　私のコメントはここで終わらせていただきます。どうもあ
りがとうございました。 た後ほどご質問下さい。
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